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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

福島第一原子力発電所（1F）の炉内状況の把握、燃料デブリ取出しの

早期実現、臨界リスク管理に資するため、最大 1kGy/h の高γ線環境

下で燃料デブリからの微弱な中性子を計測可能とする数cps/nvの中性

子検出感度を持った、遮蔽不要で軽量な臨界近接監視システムの実現

を目的とし、未臨界度測定の専門家の知見を反映した、高γ線環境下

でも安定に動作するダイヤモンド検出素子及び中性子コンバータから

なる中性子検出素子と、1MGyで動作する中性子信号読み出しシステム

の開発を実施することを目的として、以下の項目を行う。 

１）高耐放射線スケーラブル中性子検出器信号読み出しシステム開

発 

２）ダイヤモンド中性子検出素子の開発 

３）検出素子、計測要素の性能評価 

２．総合評価 Ｓ ・燃料デブリ取出しに要求される臨界近接監視に必要な、1kGy/hの高

γ下での数cps中性子検出の目標達成を裏付ける成果を得たことは

高く評価が出来る。 

・さらに、所期に想定していなかった、狭隘な１Fのペネトレーション

に適用できる、直径6cmの小型モックアップの開発にも成功し、よ

り実用が見通せる段階まで開発を進めたことが特筆すべき成果とし

て評価できる。 

・未臨界計測は海外製のモニタを用いており、国産の未臨界計測技術

の確立に期待したい。 

・なお、ダイヤモンド素子の量産化なども見据えた体制を別途進めて

おり、実用化に期待ができる。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


